
令和3年9月29日 （水）開催

令和3年度

司法修習生指導担当者協議会出席者名簿
※外字を含む氏名の方につき，一般的な漢字の表記にさせていただきました。御了承ください。

司法研修所

I



配属庁会

1

庁 名 官職 担当 氏 名 フリガナ 備 考

東京地方裁判所 判 事 民事 中吉徹郎 ナカヨシテツロウ 45期

〃 〃 民事 品田幸男 シナダユキオ 48期

〃 〃 刑事 鈴木 巧 スズキタクミ 44期

〃 〃 刑事 兒島光夫 コジマ ミツオ 51期

東京地方裁判所立川支部 〃 民事 西森政
一 ニシモリ マサカズ 44期

東京地方検察庁 検 事 冨田 寛 トミタカン 50期

〃 〃 西 貴之 ニシタカユキ 59期

東京地方検察庁立川支部 〃 ． 清水雅晴 シミズマサハル 51期

東京弁護士会 弁護士 川村英
一
一 カワムラエイジ 46期

第
一 東京弁護士会 弁護士 石井文晃 イシイ フミアキ 48期

第
一
一 東京弁護士会 弁護士 松本徳生 マツモト トクオ 59期

東京三弁護士会多摩支部 弁護士 足立 岡'l アダチゴウ 61期

横浜地方裁判所 判 事 民事 関口剛弘 セキグチタケヒロ 42期

〃 判 事 刑事 景山太郎 カゲヤマタロウ 45期

横浜地方検察庁 検 事 菅野 恵 カンノケイ 61期

神奈川県弁護士会 弁護士 畑中優宏 ハタナカマサヒロ 59期

さいたま地方裁判所 判 事 民事 岡部純子 オヵベジュンコ 43期

〃 判 事 刑事 /」 、 池健治 コイケケンジ 47期

さいたま地方検察庁 検 事 伊東義修 イトウ ヨシナオ 58期

埼玉弁護士会 弁護士 辻本恵太 ツジモト ケイタ 60期

千葉地方裁判所 判 事 民事 内野俊夫 ウチノ トシオ 45期

〃 判 事 刑事 平塚浩司 ヒラツカコウジ 44期

千葉地方検察庁 検 事 小松原茉利 コマツバラマリ 64期

千葉県弁護士会 弁護士 広山相徳 ヒロヤマソウトク 57期

水 戸 地方裁判所 判 事 民事 廣澤 論 ヒロサワサトシ 48期

〃 判 事 刑事 小川賢司 オガワケンジ 46期

水 戸 地方検察庁 検 事 梅澤慶太 ウメザワケイタ 65期

茨城県弁護士会 弁護士 飯島章弘 イイジマアキヒロ 55期

宇都宮地方裁判所 判 事 民事 浅岡千香子 アサオカチカコ 49期

〃 判 事 刑事 岡田健彦 オカダタケヒコ 46期

宇都宮地方検察庁 検 事 平野達也 ヒラノ タツヤ 49期

栃木県弁護士会 弁護士 近藤峰明 コンドウ ミネアキ 49期

前橋地方裁判所 判 事 民事 杉山順
一 スギヤマジュンイチ 44期

.〃 判 事 刑事 水上 周 ミズカミ アマネ 48期

前橋地方検察庁 検 事 松井 玲 マツイ レイ 61期

群馬弁護士会 弁護士 吉野 晶 ヨシノ アキラ 54期

静岡地方裁判所 判 事 民事 増田吉則 マスダヨシノリ 48期

〃 判 事 刑事 伊東 顕 イトウアキラ 43期

静岡地方検察庁 検 事 宮地裕美 ミヤチ ヒロミ 48期

静岡県弁護士会 弁護士 山本正幸 ヤマモト マサユキ 51期

甲府地方裁判所 判事補 民事 今澤俊樹 イマザワ トシキ 66期

〃 判 事 刑事 横山泰造 ヨコヤマタイゾウ 46期

甲府地方検察庁 検 事 岡本貴幸 オカモト タカユキ 49期

山梨県弁護士会 弁護士 田中謙
一

タナカケンイチ 60期

長野地方裁判所 判 事 民事 真辺朋子 マナベ トモコ 47期

〃 判 事 刑事 大野 洋 オオノ ヒロシ 52期

長野地方検察庁 検 事 細野隆司 ホソノ タカシ 48期

長野県弁護士会 弁護士 愛 ノ| ｜ 直秀 アイカワナオヒデ 57期

新潟地方裁判所 判 事 民事 篠原 礼 シノハラアヤ 48期

〃 判 事 刑事 佐藤英彦 サトウ ヒデヒコ 48期

新潟地方検察庁 検 事 服藤 玲 ハラフジ リョウ 68期
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庁 名 官職 担当 氏 名 フリガナ 備 考

新潟県弁護士会 弁護士 齋藤 裕 サイトウユタカ 51期

大阪地方裁判所 判 事 民事 谷 有恒 ダニユウコウ 44期

〃 判 事 刑事 渡部市郎 ワタナベイチロウ 48期

大阪地方検察庁 検 事 川下吾 一 カワシタゴイチ 50期

大阪弁護士会 弁護士 内藤欣也 ナイトウキンヤ 38期

京都地方裁判所 判 事 民事 池田知子 イケダ トモコ 49期

〃 判 事 刑事 増田啓祐 マスダケイスケ 46期

京都地方検察庁 検 事 湯川 毅 ユカワツヨシ 49期

京 都弁護士会 弁護．士
一

戸 田洋平 トダヨウヘイ 53期

神 戸 地方裁判所 判 事 民事 齋藤 聡 サイトウアキラ 47期

〃 判 事 刑事 野口卓志 ノグチタクシ 47期

神 戸 地方検察庁 検 事 栗原 恵 クリノ、ラ メグミ 52期

兵庫県弁護士会 弁護士 増田 匠 マスダタクミ 73期

奈一良地方裁判所 判 事 民事 寺本佳子 テラモト ヨシコ 48期

〃 判 事 刑事 岩崎邦生 イワサキクニタカ 48期

奈良地方検察庁 検 事 福田あずみ フクダアズミ 48期

奈良弁護士会 弁護士 石黒良彦 イシグロ ヨシヒコ 54期

大津地方裁判所 判 事 民事 堀部亮 一 ホリベリョウイチ 49期

〃 判 事 刑事 大西直樹 オオニシナオキ 47期

大津地方検察庁 検 事 福田尚司 フクダショウジ 49期

滋賀弁護士会 弁護士 中井陽
一

ナカイ ヨウイチ 57期

和歌山地方裁判所 判 事 民事 伊丹 恭 イタミ ヤスシ 48期

〃 判 事 刑事 松井 修 マツイシュウ 50期

和歌山地方検察庁 検 事 福居幸 一 フクイ コウイチ 49期

和歌山弁護士会 弁護士 河野ゆ フ ． ウノ 二L ウ 60期

名古屋地方裁判所 判 事 民事 岩井直幸 イワイナオユキ 49期

〃 判 事 刑事 子涼崎戸 ﾄサキ リョウコ 55期

名古屋地方検察庁 検 事 武藤京子 ムトウキョウコ 48期

愛知県弁護士会 弁護士 伊藤倫文 イトウ ミチフミ 40期

津地方裁判所 判 事 民事 竹内浩史 タケウチヒロシ 39期

〃 判 事 刑事 柴田 誠 シバタマコト 49期

津地方検察庁 検 事 藤井 翔 フジイショウ 68期

三重弁護士会 弁護士 森田明美 モリタアケミ 52期

岐阜地方裁判所 判 事 民事 鈴木陽一郎 スズキ ヨウイチロウ 、47期

〃 判 事 刑事 出 口博章 デグチヒロアキ 50期

岐阜地方検察庁 検 事 齋 智人 イツキ トモヒト 52期

岐阜県弁護士会 弁護士 小木曽琢也 オギソ タクヤ 60期

福井地方裁判所 判 事 民事 上杉英司 ウエスギエイジ 44期

〃 判 事 刑事 河村宜信 カワムラ ヨシノブ 56期

福井地方検察庁 検 事 西尾健太郎 ニシオケンタロウ 52期

福井弁護士会 弁護士 神田芳和 カンダヨシカズ 59期

金沢地方裁判所 判 事 民事 山門 優 ヤマカドマサル 47期

ﾉノ 判 事 刑事 大村陽 一 オオムラ ヨウイチ 51期

金沢地方検察庁 検 事 道端麻希 ミチバタマキ 68期

金沢弁護士会 弁護士 内田清隆 ウチダキヨタカ 54期

富山地方裁判所 判 事 民事 黒田 香 クロダカオリ 60期

〃 判 事 刑事 細野高広 ホソノ タカヒロ 49期

富山地方検察庁 検 事 村上佐予 ムラカミ サヨ 64期

富山県弁護士会 弁護士 串田光成 クシタ ミツナリ 65期

広島地方裁判所 判 事 民事 吉岡茂之 ヨシオカシゲユキ 48期

〃 判 事 刑事 三村三緒 ミムラ ミオ 50期
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庁 名 官職 担当 氏 名 フリガナ 備 考

広島地方検察庁 検 事 衣笠利彦 キヌガサ トシヒコ 51期

広島弁護士会 弁護士 大松洋
一
一 オオマツ ヨウジ 45期

山口地方裁判所 判 事 民事 山 口格之 ヤマグチノリユキ 44期

〃 判 事 刑事 小松本 卓 コマツモト タク 48期

山口地方検察庁 検 事 和田裕己 ワダ ユ ウキ 53期

山口県弁護士会 弁護士 黒川裕希 クロカワユウキ 60期

岡山地方裁判所 判 事 民事 田中俊行 タナカ トシユキ 49期

〃 判 事 刑事 宇田美穂 ウダミホ 53期

岡山地方検察庁 検 事 野村安秀 ノムラヤスヒデ 50期

岡山弁護士会 弁護士 吉岡康祐 ヨシオカ コウスケ 42期

鳥取地方裁判所 判 事 民事 大野祐輔 オオノユウスケ 52期

〃 判 事 刑事 多田裕
一 ダダユウイチ 53期

鳥取地方検察庁 検 事 志田卓郎 シダタクロウ 52期

鳥取県弁護士会 弁護士 谷口麻有子 タニグチ ~マユコ 61期

松江地方裁判所 判 事 民事 三島恭子 ミシマキョウコ 48期

〃 判 事 刑事 畑口泰成 ﾉ､タグチヤスナリ 48期

松江地方検察庁 検 事 岡本洋之 オカモト ヒロユキ 53期

島根県弁護士会 弁護士 熱田雅夫 アツタマサオ 46期

福岡地方裁判所 判 事 民事 立川 毅 タチカワ タケシ 46期

〃 判 事 刑事 溝國禎久 ミゾクニ ヨシヒサ 44期

福岡地方検察庁 検 事 河原誉子 カワノ､ラ タカコ 48期

福岡県弁護士会 弁護士 東 泰雄 アズマヤスオ 62期

佐賀地方裁判所 判 事 民事 三井教匡 ミツイ ノリマサ 51期

〃 判 事 刑事 西村彩子 ニシムラアヤコ 55期

佐賀地方検察庁 検 事 西村恵三子 ニシムラエミコ 53期

佐賀県弁護士会 弁護士 松尾弘志 ・ マツオヒロシ 44期

長崎地方検察庁 検 事 鶴田洋佐 ツルタ ヨウスケ 52期

長崎県弁護士会 弁護士 梶村龍太 カジムラ リュウタ 51期

大分地方裁判所 判 事 民事 府内 覚 フナイサトル 47期

〃 判 事 刑事 岩田光生 イワタ ミツオ 47期

大分地方検察庁 検 事 梅田健史 ウメダタケシ 53期

大分県弁護士会 弁護士 内田精治 ウチダショウジ 57期

熊本地方裁判所 判 事 民事 佐藤道恵 サトウ ミチエ 42期

ﾉノ 判 事 刑事 平島正道 ヒラシママサミチ 43期

熊本地方検察庁 検 事 乙部竜夫 オトベタツオ 49期

本県弁護士会 弁護士 辻上友男 ツジガミ トモオ 64期

鹿児島地方裁判所 判 事 民事 古谷健二郎 フルヤケンジロウ 48期

鹿児島地方検察庁 検 事 武藤雅勝 ムトウマサカツ 54期

鹿児島県弁護士会 弁護士 本木順也 モトキジュンヤ 50期

宮崎地方裁判所 判 事 民事 小島清
一
一 コジマセイジ 53期

宮崎地方検察庁 検 事 溝内克信 ミゾウチカツノブ 53期

宮崎県弁護士会 弁護士 柏田芳徳 カシワダヨシノリ 46期

那覇地方裁判所 判 事 民事 福渡裕貴 フクワタリ ヒロキ 52期

〃 判 事 刑事 大橋弘浩 オオハシコウジ 54期

那覇地方検察庁 検 事 中村功
一

ナカムラ コウイチ 49期

沖縄弁護士会 弁護士 田島啓己 タジマ ヒロキ 54期

仙台地方裁判所 判 事 民事 齊藤充洋 サイトウ ミツヒロ 49期

〃 判 事 刑事 中村光
一

ナカムラ コウイチ 54期

仙台地方検察庁 検 事 大極俊紀 ダイゴク トシキ 57期

仙台弁護士会 弁護士 堀内威志 ホリウチタケシ 66期
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庁 名 官職 担当 氏 名 フリガナ 備 考

福島地方裁判所 判 事 民事 ﾉ1 ､ 川理佳 オガワ リカ 47期

〃 判 事 刑事 三浦隆昭 ミウラ タカアキ 52期

福島地方検察庁 検 事 矢部良
一
一 ヤベ リョウジ 53期

福島県弁護士会 弁護士 鈴木康 元 スズキヤスモト 48期

山形地方裁判所 判 事 民事 本多幸嗣 ホンダコウジ 49期

〃 判 事 刑事 今井 理 イマイオサム 53期

山形地方検察庁 検 事 大林 潤 オオバヤシジュン 54期

山形県弁護士会 弁護士 安孫子英彦 アビコ ヒデヒコ 47期

盛岡地方裁判所 判 事 民事 西村康一郎 ニシムラ コウイチロウ 48期

盛岡地方検察庁 検 事 兒玉 徹 コダマ トオル 55期

岩手弁護士会 弁護士 桝田裕之 マスダヒロユキ 49期

秋田地方裁判所 判 事 民事 綱島公彦 ツナシマキミヒコ 45期

秋田地方検察庁 検 事 森田秀人 モリタシュウト 55期

秋田弁護士会 弁護士 竹田勝美 タケダカツミ 52期

青森地方裁判所 判 事 民事 鈴木義和 スズキ ョシカズ 49期

青森地方検察庁 検 事 田原昭彦 タノ、ラアキヒコ 56期

青森県弁護士会 弁護士 竹本真紀 タケモト マサキ 51期

札幌地方裁判所 判 事 民事 谷口哲也 タニグチテツヤ 50期

〃 判 事 刑事 石田寿 一 イシダ トシカズ 52期

札幌地方検察庁 検 事
r ‐

巾 木政昭 イチキマサアキ 49期

札幌弁護士会 弁護士 小笠原 至 オガサワライタル 49期

函館地方裁判所 判 事 民事 進藤壮一郎 シンドウ ソウイチロウ 52期

〃 判 事 刑事 榊原 敬 サカキバラタカシ 55期

函館地方検察庁 検 事 嘉手苅拓也 カテガリ タクヤ 55期

函館弁護士会 弁護士 田中綾太郎 タナカ リョウタロウ 62期

旭川地方裁判所 判 事 民事 劔持 亮 ケンモチ リョウ 51期

〃 判 事 刑事 三澤節史 ミサワタカシ 55期

旭川地方検察庁 検 事 森 幹 モリ ミキ 55期

旭川弁護士会 弁護士 小門史子 コカドアヤコ 57期

釧路地方裁判所 判 事 民事 新谷祐子 シンタニユウコ 49期

〃 判 事 刑事 石川貴司 イシカワ タカシ 55期

釧路地方検察庁 検 事 林 正章 ﾉ､ヤシマサアキ 55期

釧路弁護士会 弁護士 吉田翔太 ョシダショウタ 64期
と
『盲7 松地方裁判所 判 事 民事 國屋昭子 クニヤアキコ 51期

〃 判 事 刑事 近道暁郎 コンドウアキオ 51期

高松地方検察庁 検 事 熊澤貴士 クマザワアツシ 50期

香川県弁護士会 弁護士 徳田陽
一

トクダヨウイチ 58期

徳島地方裁判所 判 事 民事 島
一

戸 真 シマト シン 48期

〃 判 事 刑事 藤原美弥子 フジワラ ミヤコ 47期

徳島地方検察庁 検 事 ニノ丸恭平 ニノマルキョウノ、イ 54期

徳島弁護士会 弁護士 志摩恭臣 ､ノーマ ヤスオミ 56期

高知地方裁判所 判 事 民事 藤倉徹也 フジクラテツヤ 52期

〃 判 事 刑事 吉井広幸 ヨシイ ヒロユキ 43期

高知地方検察庁 検 事 上田敏晴 ウエダ トシノ、ル 53期

高知弁護士会 ,弁護士 松本隆之 マツモト タカユキ 57期

松山地方裁判所 判 事 民事 阿閉正員ll アツジマサノリ 51期

〃 判 事 刑事 高杉昌希 タカスギマサキ 54期

松山地方検察庁 検 事 山 口 あきこ ヤマグチアキコ 55期

愛媛弁護士会 弁護士 古田真久 フルタ タダヒサ 60期
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5
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日弁連司法修習
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〃

(第一東京弁護士会）
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①

第74期修習日程

※なお, A班の選択型実務修習及びB班の集合修習のカリキュラム終了後, 5科目の筆記考試が行われる予定である。

修習区分

A班

修習期間 移動日

B班

修習期間 移動日

導入修習

開始日 3.3.31(水）

終了日 3.4.23(金）

実日数 18

3.4.24(土)～

3.4.29(木)※6日

開始日 3.3.31(水）

終了日 3.4.23(金）

実日数 18

3．4．24(土)～

3.4.29(木)※6日

分
野
別
実
務
修
習

第1クール

第2クール

第3クール

第4クール

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

3.4.30(金）

3.6.24(木）

37

3.6.25(金）

3.8. 18(水）

37

3.8. 19(木）

3. 10. 13(水）

37

3. 10. 14(木）

3. 12.7(火）

37

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

3.4.30(金）

3.6.24(木）

37

3.6.25(金）

3．8． 18(水）

37

3．8． 19(木）

3. 10. 13(水）

37

3. 10. 14(木）

3. 12.7(火）

37

選
択
型
実
務
修
習
及
び
集
合
修
習

集合修習
開始日

3. 12. 13(月）

終了日 4. 1.28(金）

実日数 30

選択型修習
開始日

4.2.2(水）

終了日 4.3. 18(金）

実日数 31

自由研究日 4.3.22(火）

3. 12.8(水)～

3. 12. 12(日）※5日

4. 1.29(jz)~

4.2. 1(火)※4日

選択型修習
開始日

3. 12.8(水）

終了日 4. 1.27(木）

実日数 32

集合修習
開始日

4.2.3(木）

終了日 4．3． 18(金）

実日数 30

自由研究日 4.3.22(火）

4. 1.28(金)～

4.2.2(水)※6日



グラフ

③
導入修習に関するアンケート集計結果

○第74期の司法修習生に対し,導入修習終了時にアンケート調査を実施した。
司法修習生1455人中1442人が回答(回答率99． 11％）

○導入修習を通じて知識･能力の不足を感じた者と,導入修習中に自学自修に取り組んだ者の割合

図表1－1
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○73期との比較

図表1＝2－1（民裏系） 一
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図表1－2－2(刑事系）
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○導入修習を通じて不足していた知識･能力をどの程度補うことができたか(母数は回答者全員）

図表2－1
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○73期との比較(母数は回答者全員）

図表2－2－1（民事系）
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図表2－2－2(刑事系）
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○導入修習を通じて不足していた知識｡能力をどの程度補うことができたか(母数は不足を感じたと回答した者）

図表2－3
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図表2－4－1（民事系）
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図表2－4－2(刑事系）
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図表2－4－3(共通）
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○自学自修の内容

図表3－1(各選択肢に1項目でもチェックを付けた人
0％ 20％ 40％

数の割合）
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○自学自修の内容
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グラフ

○自学自修に取り組まなかった理由

図表4－1（各選択I支について1項目でもチェックを付けた人数の割合）
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グラフ

○導入修習のカリキュラムの中に｢役立たない｣ものがあると答えた者の割合

図表5

無回答,02％ 「役立たない｣ものがある,26％

立たない」

る, 15.4％型

蕊｢役立たない｣ものがある

菌「あまり役立たない｣ものがある

鯉ない

鰯無回答

『

ない,818％

咽

騨鞠
雪

……

※｢『役立たない』ものがある｣は，－つでも｢役立たない｣を選択した者。

※｢『あまり役立たない』ものがある｣は，－つでも｢あまり役立たない｣を選択した者のうち， 「役立たない｣を選択した者を除く。
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グラフ

○導入修習の各カリキュラムはどの程度役立つと思うか

図表6－1
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グラフ

○73期との比較

図表6－2
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グラフ

図表1－2－3(共通）
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④

※経歴は,LS修了(既修)=1,LS修了(未修)=2,LS入学したが修了していない=3,

LS入学していない==4から選択してください。

導入修習チェックシート （第フ4期）
※1～7の(1)については 蚤項目に，以下の1～3の中から最も当てはまるものを龍入してください

1 ：課題を感じた。 2：やや腺題を感じた。 3：牒題を感じなかった。

〆

組 番 修習地 班 経歴※ 氏名

1 民事関係（共通）

(1)知識･能力の項目ごとに,前記※の'～3から当てはまるものを選んで|回答樹に記入してください。
ア事実関係に応じてその法的処理にふさわしい法規範を選択・適用できる民事実体法の知識

イ訴訟進行の各段階において，問題状況に応じて適切に選択・適用できる民事訴訟手続の知識

ウ要件事実の考え方

オ事実認定に関する基礎的知識・理解

キ口頭表現能力

エ主張分析・法的構成に関する基礎的知識・理解

力事実調査に関する基礎的知識・理解

ク文章表現能力

ケその他（ ）

(2)どのような場面･理由で課題を感じましたか(必要に応じ(1)アーケの項目を示してください｡複数選択可｡）。

２
民
事
裁
判

(1)以下の各能力について，

、主張分析能力
前記※の'～3から当てはまるものを選んで但答欄｜
、事実認定能力 、紛争解決能力

に記入してください。

(2) (1)で課題を感じた能力の修得のため，民裁実務修習で重点的に取り組みたい項目を選び,以下の括弧内

にその内容を詳しく記載してください。

口記録の検討 口期日等の傍聴 口起案 口指導担当者との質疑応答 口判例・文献等の調査

□その他（具体的に記載してください。 ）

I 〕
(3)(1)で課題を感じた能力の修得のため,どのような自学自修を行いたいと考えているかを具体的に記載してく

ださい。

３
民
事
弁
護

(1)以下の各領域に対する自分の理解度はどの程度だと思いますか。前記※の1～3から当てはまるものを

選んで厄屑詞に記入してください。

日謹鯉篶蕊の呈驚面琶巽護搦囎≠ ･分析と立証口和解条項の作成
(2) (1)で記載した内容を踏まえ，実務修習の期間を通じて，どのような学修をしたいと考えますか。自学自修の

計画も含めて自由に述べてください。



I

4刑事関係（共通）

(1)知識･能力の項目ごとに,前記※の1～3から当てはまるものを選んでI韮趨に記入してください。

ア事実関係に応じてその法的処理にふさわしい法規範を選択・適用できる刑事実体法の知識

イ捜査・公判の各段階において，問題状況に応じて適切に選択・適用できる刑事訴訟手続の知識

ウ主張分析・法的構成に関する基礎的知識･理解

工事実認定に関する基礎的知識・理解

力 口頭表現能力

オ事実調査に関する基礎的知識。理解

キ文章表現能力

クその他（ ）

(2)どのような場面･理由で不足･課題を感じましたか(必要に応じ(1)アークの項目を示してください｡複数選択可｡）。

５
刑
事
裁
判

(1)以下の基礎的な理解について,前記※の1～3から当てはまるものを選んで

円
令状請求の判断に必要な基礎的知識･理解

公判手続の進行に必要な基礎的知識･理解 円
I墾週に記入してください。

公判前整理手続での主張･証拠の整理に必要な基礎的知識･理解

争点判断のための事実認定に必要な基礎的知識・理解

(2) (1)で課題を感じた理解を深めるため,刑裁実務修習で取り組みたいと考えていることと,実務修習中，どの

ような自学自修が必要と考えているかを記載してください。

6

検
察

(1)以下の基礎的知識･能力について，前記※の1～3から当てはまるものを選んで

い ○

日
ア捜査の進展に伴う事実認定（動的事実認定）

工終局処分（ □ 犯人性の認定 □ 犯罪の成否等）田
補充捜査

公判活動

回萱掴

鄙

に記入して〈ださ

取調べ

決裁等口頭報告

(2) (1)で選択した項目について,どのような場面で不足･課題を感じたか,実務修習中，どのような方法で学修し

たいと考えているかを記載してください(必要に応じ(1)アーカの項目を示してください｡複数選択可｡)b

(3)実務修習で経験したいことや受けたい指導があれば記載してください。

7

刑
事
弁
護

(1)以下の各項目の理解に関し,前記※の1～3から当てはまるものを選んで

ア初回接見において,何をどのように,どの順番で聴取･助言すべきか。
但萱園に記入してください。

イ勾留阻止(を含む‘身体拘束からの解放)のために,どのタイミングで,どのような活動をすべきか。

ウ想定弁論は,何のために,いつ，どのようなプロセスで作成し,何を語るべきか。
工 ケースセオリー及び誠実義務に即した弁護のため,公判前整理手続の各段階でいかなる弁護活動をすべきか。

オ裁判員裁判事件の量刑弁論において,何を語るべきか｡そのために,どのような弁護活動をすべきか。

(2)特に課題を感じた項目(複数可)に関し， (1)アーオの項目を示し，その理由を記載してください。また，実務

修習で経験したいことや受けたい指導があれば記載してください。



【比較版(73期,74期）修習結果簿(民事裁判修習:第1クール)集計結果
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【74期】【73期】

口
執行事件 執行事件

5
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⑥
【比較版(73期, 74期）修習結果簿(刑事裁判修習:第1クール)集計結果
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74期＝47件
（％）

55％

50％

45％

40％

35％

％
％
％
％
％
％
％

０
５
０
５
０
５
０

３
２
２
１
１ 口

L

0件 1件 2件 3件 4件 5件 6件 7件 8件 9件 10件 11件～

－73期(割合） －74期(割合）

一

「－－
事実認定起案 平均73期＝3 1件

74期＝33件(％）

45％

’ 40％

’
35％

30％

25％

20％

15％

10％

5％

0％

0件 1ｲ比
ユII 2件 3件

－73期(割合）

4件 5件 6件 7件 8件～

口－74期(割合）
L



|■グラフ311

件
件
Ｏ
１
ｌ

３
４

１
１

期
期
３
４

－
７
７

－均一平問題点を検討した手続傍聴
(％）

35％

| ｮ‘”
I

肖

’25％

_L_－－－~－－

|
+－~~－

L~－

20％

15％
I

10％

5％

隆一墓／

0％

０
件

1

件

2

件

3 4 5 6 7

件 件 件 件 件

８
件

9 10

ｲ牛 件
ロI lI

11

件

ｎ
件

13 14 15

件 件 件

74期(割合）

16

件

７
０
Ｆ

１
牡
‐

鵡
件

19

ｲ斗
lT

20

〃＋
|T

21

件～

－73期(割合）

|｜ ダﾗﾌ4 11

【73期】 【74期】

’ I令状事務の経験割合 令状事務の経験割合

0％1.5％

‘
儲経験あり

■経験なし

■経験あり

■経験なし

’
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模擬裁判の経験割合模擬裁判の経験割合
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LL【比較版(73期, 74期）修習結果簿(検察修習:第1クール)集計結果

|「 グラフ1 11捜査実務修習(身柄･在宅事件の経験害l1合）

【74期】【73期】

－0．0

参一-一雲一一

0．0 掌身柄･在宅事件ともに

経験あり

．身柄事件のみ経験あ

り

鱗在宅事件のみ経験あ

鴎身柄･在宅事件ともに

経験あり

■身柄事件のみ経験あり

蝉在宅事件のみ経験あり

鱒!身柄･在宅事件ともに

経験なし

鱗身柄｡在宅事件ともI

経験なし
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捜査実務修習(身柄事件,経験事件数分布） 平均73期＝1 ． 6件
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|｜ ゲｦﾌ4 」|公判実務修習の経験

174期I【73期】
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砥経験なし

画経験あり

■経験なし

1 1 ゲﾗﾌ5 11
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⑧
【比較版(73期,74期）修習結果簿(弁護修習:第1クール)集計結果
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ノ
件

６
件

ら
件

４
件

ｕ
吐

醒
件｜
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生

－73期(害｣合） －74期(割合）

灘口頭弁論,弁論準備和解調停,審判，審尋裁判官面接等

|｜ グラフ4－2 11

尋問の傍聴 件
件
７
７

０
０

期
期
３
４
７
７

均平

（％）

60％

50％
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|…
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｜
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立
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ｲェ

江
件
以
上

ど
件
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』汁
｜T

Ｕ
件

一
件

｜
『

－73期(割合）！
’

－－74期(割合）



｜ クﾗﾌ5 1 1刑事弁護経験(被疑者｡被告人弁護)の有無

【73期】 【74期】

II

’0．9％ nQ
U■ジ

一一

口両方あり

口被疑者弁護のみ

口被告人弁護のみ

口両方なし

口両方あり

口被疑者弁護のみ

口被告人弁護のみ

口両方なし

１
‐

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ

／

’

|｜ グヲラ百三]|否認事件の経験の有無

【73期】 【74期】

口経験あり

口経験なし

口経験あり

口経験なし

〆

|｜ ゲﾗﾌ7 1 1刑事起案経験(被疑者･被告人弁護)の有無

173期｝ 【74期】

ﾄ

’
1

I

l
’

｜

’

巴両方あり

口被疑者弁護のみ

{､当被告人弁護のみ

口両方なし

口両方あり

口被疑者弁護のみ

E]被告人弁護のみ

画両方なし

l

d
’

｜

1
1

|’
I
’
1



ロ
局
／
一
呂

月
／
日

1限目

(9:50～11 ：40 １０３４

目
１
限
一
２
０４２１

3眼目

(14:45～16:35）
1限目

(9:5〔〕～11 ：40）

2限目
(12:40～14：30）

曜 3限目

(14:45～16:35）
曜

旧
ノ
刀

検察問題研究

(被害者保護）
月 刑共演習(争点整理等）

刑共演習(尋問）

民裁起案1講評

28． 金 刑弁起案2講評

泌
一
１
ノ
４

火
令和2年度（第74期）司法修習生

官
窪罵一 蓋

火

A班集合修習日程予定表 １
１

頂

水 弁共演習(弁護士倫理 刑弁起案1講評

｛ 民裁起案2(即日）

唱飼

木

¥

(注） 本表は予定であって，確定日程ではない。
確定日程は， 毎週最終登庁日に配布する。

L ， ﾛ

刑共問題研究

(情状･量刑）
全 民共演習2(弁論準備手続期日）

選択型実務修習
加 日 成人の日

11 検察起案1講評 刑裁起案1講評

７

.一 ｡ 一再司壺軍 令山､ "』 詩密ﾏ ｰ 晶 ~~ﾏｰ … ー

、 民弁起識繍評藤
灘
髄
掛

や
姉
鱸
恥

琿
ｑ

、
鴨
離

や 暉

晶 翰壊

俄職
州 J

ぃ 職

繍繍刑裁起案1講評水

蝋 ；､轍
…

’
月
／
円

1限目

9:50～1 1 ：40）

2限目

12:40～14日30）

3限目

(14:45～16:35
曜 13 木 検察起案2 （即日）

12

／ 月
13

暁
，
別
。

民裁講義 刑弁問題研究 '4 民弁起案2 （即日） ．

. =･-- ､…．… 等 一拶郷冤譲貿拳繁琴凄禧
二月 ． ．￥

← 瀞裁懇案2' (即橿） 。 ‐

“…雪… 。

刑弁起案2 （即日）

釜

藷
一
藷

噂

,4 仇 篝民弁問題研究
¥『 , 軌 ､ ． 』 ‘

“蝿’『駒 a繩酌齢呼押 脳曲撫曲蝿… 2画一

‘ ：馬溌問題研究2
……

屯

篝
選曲

職

17 月

水t 民裁起案1 （即日）

刑弁起案1 〈即日）

18 火 ゴマニキ
學弓囿八

民裁演習(争点整理）
16 木 水19 民共演習3準備

箒
一
箒’ ’民弁講義〈契約〉金 民共演習1準備 木 民裁演習（争点整理）)(1 民共問題研究(和解

理

1
b ’ ~､…"~鰕帯…確惑

民弁演習(法律相談〉 ’
齢』 』 藷碧

民裁起案2講評
り、
畠U 月 民弁問題研究3 旬1

fl 金

訂 火 検察起案1 （即日）

刑裁起案1 〈即麗）

甦?~冒蔚． －~側 一一 星 ､ －ご辱

民弁起案1 （即日〉

24 二 民共演習3(交互尋問）

検察起案2講評

民弁起案2講評

う
民事共通

刑事共通

全科共通

弁護共通

･ ･即日起案

凡( 1

ｋ

木

７２
ｑ
〕

７』

２

夢

室

男 . 配電肉筆

磐蕊

唾 籔 萄
“ 蕊 認 ､群

民事裁判

刑事裁判

民事弁護

刑事弁護

民裁

刑裁

民弁

刑弁

民共・

刑共・

全共・

弁共．

（即日）

nF

／3 火 全共特別講義
串』

’

民共演習4

(判決・講評）

、〆

40 水

24 金 民共演習1（口頭弁論期日 刑共演習(証拠開示等） 飛裁問題研究27 木 刑裁起案量講評

＠

轤霞



［
月
／
日

月
／
日

1限目

(9：50～11 ：40） 刀に３４

目
１
限
一
２
０４２１く

3限目

(14:45～16:35）
1限目

9：50～11 ：40）

2限目

(12:40～14:30）
3限目

(14:45～16:35）

曜 曜

民弁起案1(即日）

1蝿端判榊“

ﾌk6 16 水 全共特別訓讓 検察起案2訓評

一 ､．－了冗弓 ‐．

、 “＝冊裁鵡案2講評

声言~～ .

民弁起案2講評

‘ 民鋪寅習礒律相識
辨謝畿獅

刑裁問題研究 薑17 木 刑共演習(証拠開示等
令和2年度（第74期）司法修習生

f弓

l 』

木

検察問題研究

(被害者保護）
金18 刑共演習(争点整理等） 18 金

B班集合修習日程予定表 21
口

二

刑共演習(尋問） 月1 春分の日

〕句
邑4 火 民裁起案1調評 火22 自由研究日

(注） 本表は予定であって，確定日程ではない。
確定日程は， 毎週最終登庁日に配布する。

ワ？
らり 天皇誕生日水 考試

’

民弁講義（契約）24 木 民共演習2(弁論準備手続期日） 考試
f3

刑弁起案1講評

＝ 品舟

ぎ蓮""露霊竜員…" ．

民裁起案2 （即日）

刑共問題研究

(情状・量刑）

も －－一

刑共問題研究

〈情状・量刑）
う贋
ムリ 金 考試

ワロ
Lu 月 考試

３
ノ
ー

~ ･銅 一電薄

刑裁起案1講評 ．

‐ ‘－－患一一一一良、布雲

民弁起案'1議評

検察起案1講評1講評

一

串 T

考試

［
月
／
｜
呂 1箇: ・ ?荊裁起案1講評

ミ “

f g 奮 一

1限目
9』50～11 ：40） 、

ノ０３４

［
白
１

限
一
２
０４２１く ５３６

目
１
限
一
３
５４４

曜 水

P 望 主 ,凸

民裁講義

蓋毒鐸

２

木 刑弁問題研究 3 木 刑弁起案2 （即自）

戸 互

民弁問題研究1 J 民弁問題研究24 全
金4 検察起案2

ー一ローー製一 ~争琶､号､牟冒 .割 手 ｰ

ゞ ｡_塵,溺裁起案Z
：‘ ，志－－舞壷一 一_＝ ｰ

民弁起案Z

(即日）

(鋤圖）

鐸…誤…種

民裁起案1 （即日）

雲奉 ： 悪
き

；

認

歸

毒

嘩

↑

、

一

銅

国
二
■ 月

一

臼

８ 火 民共演習1準備 弁共演習(弁護士倫理 火 <即日）

９ ’
謡…F…

水 刑弁起案1 （即日） ラレ
ノI､ 民共演習3準備 民裁演習(争点整理）ヲ

I霊雲間鶴…”
……- －－き＝＝

木10 検察起案1 （即日） 10 民裁演習（争点整理）

寺

民裁演習（争点整理）

苧曇響憲雫島華三.駕妾工窪

． 民裁起案2講評

木

[二一 司
民事共通

冊|事共通

全科共通

弁霊共通

・ ・即日起案

凡W1

裁
裁
弁
弁

民
刑
民
刑

民事裁判

刑事裁判

民事弁護

刑事弁誕

民共・

冊l共・

全共・

弁共.

（即日）

金1 建国記念の日 金1 1

4 月 刑裁起案1 （即日） 14
臣

■ 民共演習3(交互尋問）

民共演習4

(判決･訊評）

1贋
1J '1 民共演習1 （口頭弁論期日 民弁闇題研究3 15 1 刑弁起案2講評

⑤



【資料6】

選択型実務修習全国プログラム集計(第73期） 選択型実務修習全国プログラム集計(第74期）

庁 実施庁会 ｜ブﾛグﾗﾑ名|プﾛグﾗﾑ数｜ 募集人数 ｜ 応募天藪会
庁会 ｜ 実施庁会 ｜プログラム名|プログラム数｜ 募集人数｜ 応募人数

最高裁

東京地裁

大阪地裁

裁判部

知財

2 20 16 最高裁 裁判部

知財

２ 20 28

裁判所 裁判所４
’
４
’
２

80 東京地裁

大阪地裁

68 4 32 84

知財

法務行政

①ワ
J乙

ワフ
ニノ 知財 ４

ｌ
２
ｌ
７
ｌ
２
ｌ
４
ｌ
把
一
７

蛇
一
ｍ

０
６
５
川検察庁 法務省 沁

帽

検察庁 法務省160 法務行政

大規模事務所大規模事務所

知財

７

２

’

４

四

16 旧
－
４
’
４

ワグ
と』

東京三会 東京三会４

４

知財２ 4

弁護士会 作業法務 弁護士会 企業法務

渉外

６
’
四

４
㈹
６

渉外

知財

犯

伯

濁

０
大阪 大阪

8 ６ 知財

法テラス 、÷一一 一一一一

>玄フーフハ10783 164 7Q
’』 ’ 1 1 279

公設事務所等 公設事務所等10 10 34 10 10 44

衆議院 衆議院４
’
２
８

18１
’
２

1 ４
’
２
’
８

３
０
７
３

２
２
２
４

参議院

中労委

参議院

中労委

14 2

２ 25 ２

国税不服審判所 1 10

地方自治体 地方自治体4 5 18 3 4 qQ
JJ

児章相談所 児童相談所4 4
ヘハ

･こ 4 4 42

UNHCR

IOM

2 ２

２

２

4

２ 1句
lと IOM

JICA

２
’
１

２
’
２

叫
一
ⅡJICA 1 旧

－
５
’
７

’
ILO 2 ２

日弁連国際幸 日弁連国際室2 2 ２ 2 4

福祉機関 福祉機関9 201 1 6 7 14

民間企業 民間企業13 23 176 9 18 127

計 計191 451 866 172 395 1036

〔注〕人数はA班とB班の合計。プログラム数及び募集人数については，令和2年3月2日現在
のもの｡応募人数については1令和2年3月26日現在のもの。

〔注〕人数はA班とB班の合計｡プログラム数及び募集人数については，令和3年3月30日現在の
もの。応募人数については，令和3年8月17日現在のもの。

⑤



⑫

第75期修習日程

※なお, A班の選択型実務修習及びB班の集合修習のカリキュラム終了後, 5科目の筆記考試が行われる予定である。

修習区分

A班

修習期間 移動日

B班

修習期間 移動日

導入修習

開始日 3. 11. 15(月）

終了日 3. 12.7(火）

実日数 16

3. 12.8(水)～

3. 12. 13(月）※6日

開始日 3. 11. 15(月）

終了日 3. 12.7(火）

実日数 16

3. 12.8(水)～

3. 12. 13(月）※6日

分
野
別
実
務
修
習

第1クール

第2クール

第3クール

第4クーノレ

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

3. 12. 14(火）

4.2.9(水）

37

4．2． 10(木）

4.4.6(水）

37

4.4.7(木）

4.6.2(木）

37

4.6.3(金）

4.7.26(火）

37

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

3. 12. 14(火）

4.2.9(水）

37

4.2. 10(木）

4.4.6(水）

37

4.4.7(木）

4.6.2(木）

37

4.6.3(金）

4.7.26(火）

37

選
択
型
実
務
修
習
及
び
集
合
修
習

集合修習
開始日

4.8. 1(月）

終了日 4.9. 12(月）

実日数 30．

選択型修習
開始日

4.9. 16(金）

終了日 4．11．2(水）

実日数 31

自由研究日
4. 11.4 (金）～
4. 11.8 (火）

4.7.27(水)～

3.7.31(日）※5日

4.9. 13(火)～

4.9. 15(木)※3日

選択型修習
開始日

4.7.27(水）

終了日 4.9. 12(月）

実日数 33

集合修習
開始日

4．9．20(火）

終了日 4. 11.2(水）

実日数 30

自由研究日
4. 11.4 (金）～
4. 11.8 （火）

4.9. 13(火)～

4.9. 19(月）※7日



第75期導入修習日程予定表

⑤

月／日 曜 A班 B班

1 1月15日 月 開始式

1限目（180分）

(10:20～12:00， 12:50～14: 10）
事務連絡･民事第一審手続の概説
(講義)(民裁･民弁）

2限目（165分）

(14:25～17：10）

民弁問題研究1（事案分析） 開始式

1限目（125分）

(10:20～12:25）

事務連絡･刑裁講義
(事前課題解説等）

2限目（110分）

(13:15～15:05）

検察導入講義

3限目（110分）

(15:20～17： 10）

刑弁演習1(起訴前弁護）

11月16日 火
1限目（125分)(9:50～11 ：55）

事務連絡･刑裁講義(事前課題解説等）

2限目（110分）

(12:55～14:45）

検察導入講義

3限目（110分）

(15:OO～16:50）

刑弁演習1(起訴前弁護）

1限目（180分)(9:50～11 ：30， 12:30～13:50）

事務連絡･民事第一審の手続の概説(講義)(民裁･民弁）

2限目（165分）

(14:05～16:50）

民弁問題研究1（事案分析）

1 1月17日 水

1限目（180分）

(9:50～12:50）

民裁即日起案

2限目（180分）

(14rOO～17:00）

刑裁即日起案

1限目（180分）

(9:50～12:50）

民裁即日起案

2限目（180分）

(14:00～17:OO）

刑裁即日起案

1 1月18日

A班昼食会

①
木

1限目（85分）

(9:50～11 ： 15）

民事総合1
(民裁･民弁）

2限目（85分）

(11 30～12 10． 1310～1355）

刑事問題研究(勾留）
(刑裁･検察･刑弁）

自由研究

1限目（85分）
(9:50～11 ： 15）

刑事問題研究(勾留）
(刑裁･検察･刑弁）

2限目（85分）

(11 30～12 10，1310～13'55）

民事総
一
口 1

(民裁･民弁）

自由研究

1 1月19日 金
1限目（180分）
(9:50～12:50）

刑弁即日起案

2限目（180分）

(14:OO～17:00）

・ 検察即日起案

1限目（180分）
(9:50～12:50）

刑弁即日起案

2限目（180分）

(14:OO～17:00）

検察即日起案

1 1月22日

B班尽食会

①
月

1限目（180分）

(9:50～12250）

民弁問題研究2(即日起案）
自由研究

1限目（180分）

(9鳶50～12:50）

民弁問題研究2(即日起案）
自由研究

1 1月23日
火 勤労感謝の日 勤労感謝の日

1 1月24日

A班昼食会

②
水

(9:50～11 ：50， 12:50～16:50）

捜査演習
(栓琴）

1限目（170分）

(9:50～11 ：50， 12:50～13:40）

民事総合2

(民裁･民弁）

2限目（170分）

(14:00～16:50）

民弁講義1（立証活動）

1 1月25日
木

1限目（170分）

(9:50～11 言50， 12:50～13:40）

民事総合2
(民裁･民弁）

2限目（170分）

(14:OO～16:50）

民弁講義1（方訂活動）

(9:50～11 ：50， 12:50～16;50）

捜査演習
(検雲）

11月26日

B班昼食会

②
金

1限目（170分）

(9:50～11 ：50， 12:50～13:40）

民弁講義2(民事保全･民事執行①）

2限目（170分）

(14:OO～16:50）

民弁演習(和解条項）

(9:50～11 ：50， 12:50～16:50）

刑弁演習2(即日起案解説･否認事件）

11月29日 月
(9:50～11 ：50． 12:50～16:50）

民裁即日起案解説

(9:50～11 ：50， 12:50～16:50）

刑裁即日起案･事前課題の解説

1 1月30日 火

1限目（170分）

(9:50～11 ：50， 12:50～13:40）

民事事実認定の手法と留意点
(民裁）

2限目（170分）

(14:00～16:50）

民弁問題研究3(主張書面）

(9:50～11 ：50， 12:50～16:50）

刑事共通演習基礎(公判前整理手続）
(刑裁･検雲･刑弁）

12月1日 水
(9:50～11 ：50， 12:50～16:50）

刑事共通演習基礎(公判前整理手続）
(刑裁･検察･刑弁）

1限目（170分）

(9:50～11 ：50， 12:50～13:40）

民弁講義2(民事保全･民事執行①）

2限目（170分）

(14:OO～16:50）

民弁演習(和解条項）

12月2日 木
(9:50～11 ：50， 12:50～16:50）

刑裁即日起案･事前課題の解説

(9:50～11 ：50， 12:50～16:50）

民裁即日起案解説

12月3日 金
(9:50～11 ：50， 12:50～16:50）

刑弁演習2(即日起案解説･否認事件）

1限目（170分）

(9:50～11 ：50， 12:50～13:40）

民事事実認定の手法と留意点
(民裁）

2限目（170分）

(14:00～16:50）

民弁問題研究3(主張書面）

12月6日 月

1限目（170分）

(9:50～11 ：40． 12:40～13:40）

裁判修習に向けて
(民裁･汗11隷）

2限目（170分）

(14:OO～16:50）

検察即日起案講評十検察官の心構え等

1限目（170分）

(9:50～11 ：40． 12:40～13:40）

検察即日起案講評十検察官の心構え等

2限目（170分）

(14:00～16:50）

裁判修習に向けて
(民裁･刑隷）

12月7日 火

1限目(50分）

(9:50～10:40）

民弁講義2(民事保全･民

事執行②）

2限目（80分）

(10:50～12： 10）

民弁講義3
(弁謹士倫理･職青雲）

3限目（140分）

(13:10～15:30）

刑弁演習3(量刑事件）

4限目（70分）

(15:50～17:OO）

事務局長講話

1眼目（140分）

(9:50～12:10）

刑弁演習3(量刑事件）

2限目（70分）

(13： 10～14:20）

事務局長講話

3限目(50分）
(14:40～15号30）

民弁講義2(民事保全･民
事執行②）

4限目（80分）

(15:40～17:OO）
民弁講義3

(弁謹十倫理･職害篝）


